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SNSのルール作り・見直しを通した
主体的な情報モラル教育について

　東京都教育委員会は、平成27年11月から、「SNS東京ルール」の取組を始めています。
　学校では、話合い等により定めた「SNS学校ルール」や、各区市町村が定めたルール等について、
日頃から児童・生徒に意識させることが大切です。
　SNSのルールを作ることで終わらず、継続して取り組むためのポイントを紹介します。

　「SNS東京ルール」の五つのルールは、東京都が、子供たちに守ってほしい項目を定めたものですが、「一
日の終了時刻とは何時なのか」「他者の個人情報とは何を指すのか」といった具体的な内容については、学
校や家庭における話合いを通じて確認し、「SNS学校ルール」「SNS家庭ルール」として定めることをお願い
しています。
　「SNS東京ノート」を活用した授業など、学校での指導と、ルール作りやルールを守ることとを、一体と
して取り組むことにより、児童・生徒が身に付けるべき力を育成していくことが大切です。

　小学校低学年では、ルールを守る指導が中心ですが、発達に応じて、自ら判断し、行動できる力を身に付
ける指導を行うようにします。このとき、アンケート等により、スマートフォン等、情報機器の所有の状況や、
トラブルにあった状況を把握し、実態を基に指導内容を組み立てることが、より効果的です。

SNS東京ルールの作成の趣旨について

SNS学校ルール SNS家庭ルール

● 一日の利用時間と終了時刻を決めて使おう。
●自宅でスマホを使わない日をつくろう。
● 必ずフィルタリングを付けて利用しよう。
●自分や他者の個人情報を載せないようにしよう。
● 送信前には、相手の気持ちを考えて読み返そう。

SNS利用に向けた学校の指導
児童・生徒が身に付ける力の育成

●「SNS東京ノート」を
　活用した授業
●「親子情報モラル教室」
● 中学生による
　「情報モラルサミット」
● 異校種への出前講座
　「スマホミーティング」　等
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児童・生徒が身に付ける力

年齢

ルールを守らせる指導
（ルールによる児童・生徒の保護）

他律から自律へ

問題を解決できる力の育成

SNS学校ルール

SNS東京ルール
SNS家庭ルール

● モラル意識
● 情報の特性等の知識
● 取捨選択する能力など
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　SNSを利用する場面は、学校外です。学校で「ルール作り・ルール見直し」について話し合ったことを、
家庭等、学校外での実践につなげることが大切です。
　どのようなことに留意すればよいのでしょうか。

「ルール作り・ルール見直し」における留意点
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（２）ルールの必要性を認識させる。

生徒会など、一部
の生徒がSNS学
校ルールを策定
し、集会等で発表
した。

改善のポイント
ルール作りに関わらな
かったので、ルールを守
らなければならない理由
が分からず、行動に結び
つかない。

①アンケート等により、校内で起きているトラブルを
取りまとめる。
②校内で起きているトラブルをなくすため、どのよう
なルールが必要かを考える場面を設定する。

ルールが必要な理由を考えさせる。

例

（３）ルールのあいまいさをなくす。

「人の嫌がる書き込みをしな
い」といったルールを作っ
たが、守ることができてい
るか検証しづらい。

いわゆる「スロー
ガン的ルール」で
あるため、ルール
を守る際の基準が
分からない。

改善のポイント

※既存のルールを全て見直すより、重点的に守る
ルールを定め、見直しに取り組む。

ルールを見直し、解釈の差を
生まないようにする。

静岡大学　塩田真吾准教授の資料を基に作成

例

（１）自分のこととして認識させる。

専門家を招き、陥りや
すいトラブル事例を提
示し、これを回避する
ための方法を考えさせ
る講演を行った。

自分のこととして
捉えない可能性が
ある。
（私には関係ないと
いう気持ち）

改善のポイント

→誰にでも起こり得る場面を設定し、教室で話し合う。
→安易に結論を示さない。

「自分のこと」として
自覚させるよう工夫
する。

SNS東京ノートの
活用
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2 SNS学校ルールの策定・見直しの例
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「SNS学校ルール」の
取組を一過性の活動
に終わらせない。

前年度と同じように取り
組むのではなく、工夫し
て継続する。

「今、どのようなトラブルを感じているか」、
「ルールを守ることができているか」等に
ついてアンケートを取り、その結果を基
に話し合う。

１. ルールそのものの見直し
２. ルールの重点項目化（「今年度は、特にこの項目を守る」等）
３. ルールの具体化（曖昧なルールの具体化、学年ごとに詳細な内容に落とし込む等）

主
体
的
な
話
合
い
を
生
か
し
た

ル
ー
ル
の
策
定
の
例

ル
ー
ル
見
直
し
の
例
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発表
・�ルール見直し
・重点項目
・具体化

ルールを守ることを周知する活動
（児童・生徒・保護者）

ルールを守ることを周知する活動
（地域・異校種）

クラス等で
ルール案の検討

学校ルール
発表

ルールを守ることを周知する活動
（児童・生徒・保護者）

ルールを守ることを周知する活動
（地域・異校種）

新入生への�
ルール発表

新入生への�
ルール発表

生徒会中央委員会で、SNS学校ルールを検討（中学校） 全校集会で、生徒会がSNS学校ルールを発表（高等学校）

ルールを
守るよう

手立てを講じる

取組を振り返る

継続的に守る 
ための方法を 

考える
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アンケート実施
児童・生徒向け�
（保護者向け）

・SNSの利用実態
・�ネット上のトラブル
について
・�（既存のルールがある
場合）ルールの遵守
状況

ルール策定委員会
の組織化

アンケートを基に、
問題を解決するた
めの話合い
・ルールの見直し
・重点項目
・具体化

どのようなルール
が必要か、クラス等
で話し合う。

→クラス原案作成
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児童会・生徒
会で話し合い、
ルール案作成

学級ごとに、通信機器を使う際のルールについて話し合い、発
表（小学校）

生徒会と保護者が、合同でSNS学校ルールについて、協議（高
等学校）

フィードバック
する。

まず、 
自校の現状を 

把握する。

自校の課題を 
解決するため 

話し合う。


